
　 2014 年 5 月 9 日
　 丸 紅 株 式 会 社

(単位：億円)

親 会 社 の 所 有 者 に 帰 属 す る 当 期 利 益

非 支 配 持 分 に 帰 属 す る 当 期 利 益

（*1） 「売上高」は、取引形態の如何にかかわりなく当社及び連結子会社の関与する全ての取引を含んでおります。

（*1） 「売上高」及び「営業利益」は、投資家の便宜を考慮し、日本の会計慣行に従った自主的な表示であり、IFRSで求められている表示ではありません。

（*2） 実態営業利益＝売上総利益+販売費及び一般管理費

（*3） 基礎収益＝実態営業利益+支払利息（受取利息控除後）+受取配当金+持分法による投資損益

（*4） ネットDEレシオ＝連結ネット有利子負債/連結資本

（*5） 2013年3月末の計数は、新会計基準適用後の計数に修正再表示しております。

 

2014年度業績予想の概要

◎　2014年度の連結業績予想（親会社の所有者に帰属する当期利益）は2,200億円の見通し。

◎　2014年度の年間配当金は、親会社の所有者に帰属する当期利益を2,200億円と予想していることから、連結配当性向を20%以上とする配当方針に基づき、26円

　　 （内、中間配当金13円）とする予定。
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2013年度連結決算の概要
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【連結決算の概要】

○ ⑤支払利息（受取利息控除後) ・・・ ▲221億円

前年度比39億円の悪化となった。

⑥受取配当金 ・・・ 349億円
○ エネルギー案件を中心に前年度比48億円の増加となった。

⑦有価証券損益 ・・・ 141億円

○

⑧固定資産損益 ・・・ ▲415億円

○

　・固定資産評価損  　　　　　 ▲435億円（前年度比▲+178億円）

　・固定資産売却損益　　　　　▲220億円（前年度比▲22+9億円）

【損益の状況】

①売上高 ・・・ 13兆6,335億円 ⑨その他の損益 ・・・ ▲59億円

前年度比27億円の悪化となった。

⑩持分法による投資損益 ・・・ 994億円

持分法による投資損益は前年度比164億円の増益となった。

②売上総利益 ・・・ 6,511億円 主な内訳は以下の通り。

チリ銅事業 ▲181億円（前年度比3▲1+7億円）

伊藤忠丸紅鉄鋼 ▲133億円（前年度比▲3+23億円）

豪州鉄鉱石事業 ▲172億円（前年度比▲3+73億円）

③販売費及び一般管理費 ・・・ ▲4,908億円 Westlake

（米国自動車販売金融事業）

JELLINBAH GROUP

（豪州石炭事業）

④貸倒引当金繰入額 ・・・ ▲28億円

前年度比6億円の増加となった。

▲139億円（前年度比+33▲9億円）

当連結会計年度の親会社の所有者に帰属する当期利益は、エネルギー、
海外支店・現地法人セグメントの増益を主因に、前年度比808億円（62%）
増益の2,109億円となり、史上最高益を更新した。

連結ネット有利子負債は、新規投資の実行により、前年度末比6,351億円
増加の2兆4,910億円となり、この結果、ネットDEレシオは前年度末比0.08
ポイント上昇の1.62倍となった。

2013年度の年間配当金は、親会社の所有者に帰属する当期利益が2,109
億円となったことから、連結配当性向20%以上とする配当方針に基づき25
円（中間配当金12.5円実施済み、期末配当金12.5円）とする予定。

エネルギー案件での減損損失を主因に▲415億円となったものの、
前年度比188億円の改善となった。

有価証券評価損益の改善を主因として、前年度比168億円の改善
となった。

連結資本は、利益の積み上げ及び円安による在外営業活動体の換算差
額の増加を主因に、前年度末比3,302億円増加の1兆5,332億円となった。

人件費を中心に前年度比817億円の増加となった。円安の影響は310億円
程度の増加。

前年度比1,114億円の増益となった。円安の影響は450億円程度の増益。
下表参照。

穀物の取扱数量増加を主因として、前年度比2兆9,591億円の増収となっ
た。円安の影響は1兆400億円程度の増収。主な増収セグメントは食料
（+1兆7,630億円）、海外支店・現地法人（+6,890億円）。
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主な増減要因

Gavilonの新規連結、親会社及び子会社での穀物の取扱数量増加及び穀物取引の採算改善等により、売
上総利益、当期利益ともに増益。

肥料原料、液晶パネル製造装置及び太陽光モジュールの取扱数量増加等により、売上総利益が増益
となったことに加え、法人税負担の改善等により、当期利益は増益。

石油・ガス開発分野での生産量減少等により、売上総利益は減益となったものの、持分法による投資
損益の改善及び固定資産の減損損失等の減少により、当期利益は増益。
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65 親会社でのゴム製品等の取扱数量増加に加え、子会社での建材、資材等の取扱数量増加等により、
売上総利益が増益となったことに加え、持分法による投資損益の改善により、当期利益は増益。

石炭価格の下落による売上総利益の減益に加え、海外石炭事業での減損損失により持分法による投資
損益も減益となったが、固定資産損益及び法人税負担の改善等により、当期利益は増益。

自動車関連海外事業の増益及び新規投資事業の寄与により、売上総利益が増益となったことに加え、
航空機リース及び自動車販売金融事業等の持分法による投資損益の増益により、当期利益は増益。

海外案件における一過性の損失があったものの、新規案件の持分法による投資損益の増益により、
当期利益は増益。

繊維プラント関連案件における増益等により、売上総利益、当期利益ともに増益。

MXモバイリングの新規連結により、売上総利益が増益となったことに加え、有価証券損益の増益等に
より、当期利益は増益。
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連 結 合 計

金利収支及び法人税負担の改善等により、当期利益は増益。
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<本資料に含まれる予想については、本資料の発表日現在における入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係わる仮定を前提としております。>


